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要旨：「フェイクニュース」 の概念と定義、および2016年のアメリカ大統領選挙の期間

中に台頭してきた背景について、哲学的および社会学的な文献が増えつつある。宗教はフ

ェイクニュースの肥沃な土壌であったことは確かで、個人ばかりでなく、公の政府までが

それを吹聴し、認めがたいと考える団体の抑圧を正当化しようとしてきた。中国政府はフ

ェイクニュースを主導しているとして注視されている。邪教 （「異端とされた教義」）

とレッテルを貼った団体の迫害を正当化しようとしているのだ。本論では、「フェイクニ

ュース」に関して一般的な議論を行うとともに、中国当局が欧米のメディアの助力を得て

邪教として追い打ちをかけている組織の一つ、全能神教会の信用を貶めようとして実施し

ている大規模なフェイクニュース運動をどう展開してきたかについて考察する。 
 
キーワード：全能神教会、邪教、フェイクニュース、フェイクニュースと宗教、中国におけ

る信教の自由 

 
 
 
「フェイクニュース」の台頭 

 
2017 年に実施されたメタ分析によると、虚報や誤報に関する学術研究は約

7000 存在する（Chan, Jones, Jamieson and Albarracin 2017）。「フェイクニ

ュース」という言葉は、第一次世界大戦中にはすでに使用されていたが、「フ

ェイクニュース」に特化して注目している 250 ほどの研究は、どれもが 2016

年以降の研究である。「フェイクニュース」という言葉は、当時、大統領候補

だったドナルド・トランプ氏が 2016 年の大統領選挙活動中（および 2017 年

の最初の大統領記者会見で、）使用してから一般に定着した。またトランプ大

統領の国内の支持者と国際的な支援者（つまりロシア）への対応を非難する立

場の人々もこの言葉を用いた（Jankowski 2018）。 
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フェイクニュースという言葉は使用され始めて間もないため、社会科学的研

究の大半はフェイクニュースの定義に著しい時間を費やしている（Tandoc, 

Lim and Ling 2017）。ファーカスとシュー(Farkas and Schou)は、それが「現

実的な（real）」意味をもたない「浮動的な記号表現（floating signifier）」

だとする。フェイクニュースとは主に、（a）主流のリベラルメディア、（b）

西側の保守的なメディアとそれを支えるロシアのプロパガンダ、（c）デジタ

ル資本主義による消費者の印象操作を行う者という、各陣営が論争を巻き起こ

す目的で用いている（Farkas and Schou 2018）。 

このようなアプローチを一方的だと批判する研究者もいる（例えば

Jankowski 2018: 251）。論争は過熱するばかりだが、コミュニケーション理

論の古典的パラダイムでは、続編の制作 - メッセージ - 受容に基づいてニュ

ースを研究すべきだとされている（McQuail 2010）。我々の行動がどれほど

フェイクニュースに基づいて決定されているかを精査すれば、受容の経験的な

研究が可能となる（たとえば、Allcott and Gentzkow (2017)は、2016 年のア

メリカ大統領選挙へのフェイクニュースの影響は最小限にとどまると一蹴した

ため議論を呼んだ）。 

フェイクニュースに最も関心をもつ学問分野は哲学で、哲学者らは、いくつ

かの定義を提案している。ニール・リーヴィ(Neil Levy)は、 

フェイクニュースは誤った主張を表明するものであって、正当なメディアが

発する形式や内容に近似する形式と内容を持った情報となるように仕立て上げ

られたものだとする（Levy 2017: 20）。 

レジーナ・リニ(Regina Rini)は次のように考える。 

フェイクニュースのストーリーは、現実世界の出来事の説明を目的としてい

る。伝統的なメディア報道のあり方を模倣してはいるが、それを制作する者は

著しい虚偽であることを知っており、また人口に膾炙することと、それを聞い

た者の一部を騙すことを目指したものである（Rini 2017: E45）。 

ベルリン大学の哲学者、アクセル・ゲルフェルト(Axel Gelfert)は、より単純

な定義を提案している。 

フェイクニュースは、誤解を招く訴えとして設計されたニュースとして、

（典型的に）虚偽または誤解を招く主張を意図的に提示したものである

（Gelfert 2018: 108）。 

図 1 は、機能しているさまざまなフェイクニュースを示している。 
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図 1 さまざまなフェイクニュース。出典：Wardle (2017)。 

 

「フェイクニュース」は単なる「誤ったニュース」（False News）ではな

い。誤ったニュースは意図的に継続的かつ反復的なキャンペーンを通じて閲覧

されるもので、その多くが真実だと信じられるような方法で提示される。一方

で、現代のフェイクニュースはさまざまなメディアを同時に動員しうる前例の

ない能力のおかげで、伝統的な冷戦時代のスタイルの偽情報（Disinformation）

の一歩先を行く。「現代のフェイクニュースの核心的な特徴は、オンラインで

広く流通している点にある」（Bakir and McStay 2017: 154）。 

ゲルフェルトは、 フェイクニュースを生み出すのに手慣れた者は、以前か

ら存在している以下の 4 つの認知傾向を利用しているとする（Gelfert 2018: 

111-13）。 

- 確認傾向 ：自分の信念と偏見を追認するのであれば、その新しい情報を受

け入れる 

- 反復効果 ：「ある人があることを言い続けるのなら、それは真実に違いな

い」 

- 起爆剤：無意識のある記憶反応を呼び起こす言葉を用いること。例えば、

我々の分野で「カルト」と呼ばれるもの。 

- 感情の覚醒：感情的になると、警戒心が下がる。たとえば、「子供の虐待」 
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宗教とフェイクニュース 

 

「フェイクニュース」という言葉が流行する前から、宗教学者は「悪い」宗

教に対する噂の広がり方を理解していた。反復と、「権威ある」情報源からの

是認によって、信頼されるものになる。1960 年代にデイヴィド・ブリオン・

ディヴィス(David Brion Davis)は、19 世紀のアメリカにおけるカトリックやそ

の他の少数派の宗教に対して、現在「フェイクニュース」と呼ばれているもの

の用いられ方を研究した（Davis 1960）。ジム・リチャードソン (Jim 

Richardson)は、「カルト戦争」などで、広範な「カルト恐怖症」を生み出すの

と同じ現象が起こったことに指摘している（Kilbourne and Richardson 1986; 

Richardson 1978, 1979, 1993）。 

伝統的に、「異端」または「カルト」とされた宗教に対する「フェイクニュ

ース」は、世俗的な反宗教活動家や「反カルト派（anti-cultists）」、ライバ

ルの宗教家といった個人の「道徳的な啓蒙家(moral entrepreneurs)」が流布し

ていた。近年、宗教運動に対する「フェイクニュース」が、私人ではなく、公

人の手で、はるかに体系化された方法で流布されていく様を目の当たりにして

いる。ロシアはエホバの証人とサイエントロジーに関するフェイクニュース制

作の主導者として登場し、自国での迫害を国際的に正当化しようと試みている。 

ロシアと同様、中国にも複数の宗教に対する迫害を国際的に正当化している

問題がある。とりわけ邪教として登録され、「擬似宗教」や「カルト」として

糾弾されている宗教は深刻な状況にある。邪教に積極的な関わりを持つことは、

中華人民共和国の刑法第 300 条で罰せられる犯罪に該当し、3～7 年「以上」

の懲役刑に処せられる（国連やウィーンのその他の国際機関に派遣された同国

の常設委員会談）。邪教（「邪悪のカルト」は誤訳である）は、「異端の教義」

を意味する。邪教のリストは、中国の明朝後期から編纂されてきた(Goossaert 

and Palmer 2011: 27-31; Palmer 2012）。邪教の定義はあいまいで、実際には

公式に邪教リストに掲載された団体のことを指す（Irons 2018）。 

全能神教会は、典型的な邪教であると中国共産党は考えている。全能神教会

は、1991 年に中国で創設されたキリスト教系の新興宗教で、イエスが地球に

戻り、全能神として姿を現し、あらゆる真理を説く。全能神は、中国で生まれ、

現在はアメリカに住んでいる女性とされ、彼女の発言の大部分は、『言葉は肉

において現れる』という本にまとめられている（ Introvigne 2017a; Folk 

2018）。全能神教会を率い、導いているのは、全能神と認められた人物であ

る。また全能神教会では、全能神が現れた後に、聖霊は趙維山（ジャオ・ウェ

イシャン）という男性を、「祭司」、「聖霊に使われる者」とし、全能神の具
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現化を助け、教会の事務を司る責任を負う者として示されたと考えている。趙

維山もアメリカに亡命し、難民として認められている。 

中国共産党は全能神教会を仇敵と見ている。実際、全能神教会はキリスト教

徒への迫害を糾弾し、中国共産党を『黙示録』中の赤い大きい竜であるとする

(Dunn 2008）。しかし、 全能神教会の出版物を読むと、赤い大きい竜は自ら

滅びるとしているのみであり、革命を呼びかけるような記述はどこにもない

(Introvigne 2017a）。 

全能神教会は 1995 年以来、邪教リストに掲載されている。全能神教会の統

計によれば、現在までにのべ 30 万人以上の全能神教会の信者が中国で逮捕さ

れている。数字の確認は難しいが、中国共産党の文書には全能神教会を糾弾す

る広範なキャンペーンに関する言及が頻繁にみられる。多くの全能神教会メン

バーは拷問を受け、その中には拘留中に非常に疑わしい状況で死亡した者もい

るという確かな証拠もある（CAP-LC 他 2018）。 

 

全能神教会に対するフェイクニュース 

 

中国では、邪教に対する誤ったニュースを広める国内プロパガンダ機関が幅

をきかせている。中国共産党と直接のつながりを持つ専門警察局 610 弁公室と

2000 年に設立された中国反邪教協会が、その代表である（Irons 2018: 39-

41）。このプロパガンダは、おそらく効果的ではあるが、伝統的なソビエト

流の偽情報を広める手法を踏襲しているようで、現代のフェイクニュースに典

型的に見られる洗練さが欠けている。 

誤ったニュースが中国にも海外にも広がっているが、ここでは学術的に定義

された「フェイクニュース」に、明確に当てはまる国際的なプロパガンダに焦

点を当てよう。2014 年 6 月 16 日に全能神教会が流した文書（筆者のアーカ

イブに複製あり）は、中央 610 弁公室の役人の電話会議の内容を書き写したも

のとされ、中国共産党による、信頼できる反全能神教会偽情報計画を明らかに

している。この文書等で提案されているモデルは、次のとおりである。 

1. 610 弁公室と中国反邪教協会がニュースを作成する。 

2. 英語の中国メディアがそれを取り上げる（中国共産党の機関紙である人

民日報では、あまりにも白々しいので、そうでなくてよい）。 

3. 理由は何であれ、北京在住のイギリス人特派員がフェイクニュースを最

初に取り上げることが頻繁にある（アメリカ人やフランス人ではない）。欧米

の報道のほとんどは、BBC とテレグラフ紙の 2つに遡ることができる。 
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4. なぜならこの 2 つのメディアは権威があり Google 検索で上位に来るため

である。Wikipedia に大々的に引用されることで、フェイクニュースは数千の

海外メディアに広がっていく（国によっては、中国当局の直接的な助けを時折

借りている）。 

 

事例 1：マクドナルド殺人事件 

 

偶然ではないにしても、意図的な計画に従って、流された文書と思えば、反

全能神教会 フェイクニュースの権現と呼べるのは、2014 年に招遠市のマクド

ナルドで起きた女性殺害事件だろう。殺人事件は、残念ながら実際に起きたの

だが、フェイクニュースであるのは、全能神教会がこの事件の犯人に仕立て上

げられた部分にある。 

邪教と全能神教会の概念について議論するため、2017 年に鄭州と香港で 2

つの会議が開かれた。筆者は中国反邪教協会から欧米の新宗教と全能神教会の

専門家として招かれた一団の一員である。中国の政府系メディアも認めている

ように（KKNews 2017）、筆者は先入観を持たずに出席した。 

しかし中国の同当局による文書に基づき、マクドナルド殺人事件は、全能神

教会と名称は類似しているが、無関係の別の宗教運動による犯行と、筆者は結

論付けた。その団体が崇拝していたのは異なる全能神で、呂迎春（ル・インチ

ュン）と張帆（チャン・ファン）という 2 人の女性リーダー（1984～2015）

に宿るとされた神であった（Introvigne 2017b）。この文書について研究した

他の研究者も筆者の結論に同意した（Introvigne and Bromley 2017 参照）。 

殺人犯による声明は、疑う余地のないものである。呂迎春は裁判で以下のよ

うに述べている。 

張帆と私は本物の「全能神」の専属スポークスマンである。政府は趙維山が

信じる「全能神」を糾弾しているが、ここで言及している「全能神」ではない。

それは虚偽の「全能神」で、私たちが本当の「全能神」なのだ（Beijing News 

2014）。 

また張帆はインタビューで、「全能神教会と接触したことは一度もない」と

語っている（Phoenix Satellite TV 2014）。 

しかし事件の数日後、中国メディア（人民日報を含む）が、全能神教会によ

る犯行とした。意気揚々として BBC が（Gracie 2014）、続いてテレグラフ

紙 が（Moore 2014）、北京の特派員を通じて、この内容を取り上げた。
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2017 年 11 月に行った調査によると、その時までに 2 万を超える欧米メディ

アが殺人を全能神教会による犯行としていた。 

2017 年に学術論文が出版され、この問題は収束するはずであった。けれど

も中国共産党はマクドナルド事件を定期的に蒸し返そうと躍起になった。張帆

は 2015 年に処刑されたが、呂迎春は刑務所に収監されていた。張帆の妹、張

航（チャン・ハン）も殺人事件の共謀者として有罪判決を受けた。張航は公判

中、「敬虔に信じていたわけではない」（Beijing News 2014）と述べ、前述

のように呂迎春は自分たちと全能神教会との関係を強く否定した。中国メディ

アは、彼女らが獄中で正常に「再教育」され、邪教批判を競う大会に参加し、

刑罰を減刑する賞を受賞したと報じた（China News 2017）。また「再教育」

されたことを証明するため、2 人の女性は、全能神教会の聖書を読んだことが

きっかけで堕落したと宣言した。しかし、長期の刑務所での拘束にもかかわら

ず、張航は、神は姉と呂迎春の姿を借りて地球に舞い戻った、というのが 2 人

の信念だったと主張した（Kaiwind Net 2016）。これは全能神教会の教義と

は全く異なる。2018 年後半には全能神教会への迫害が激化し、大量に逮捕者

が出る一方で、中国共産党は BBC や他の欧米メディアを信頼できる情報源と

して引き合いに出して、殺人の濡れ衣を全能神教会に着せようと未だに奮闘し

ている（China Anti- xie jiao Website 2018）。最初にそのフェイクニュースを

流したのは、中国共産党であることを忘却してしまったかのようだ。これは

「フェイクニュースに関してフェイクニュース」を出したという興味深い事例

で、数年経った後も、中国共産党は迫害を正当化するために依然としてマクド

ナルド殺人事件を引き合いに出す必要性を感じていることを示しているといえ

る。 

 

事例 2：郭斌のストーリー 

 

反全能神教会 フェイクニュースの次の事例は、2013 年に中国の山西省で全

能神教会の信者が 6 歳の少年の目をえぐったというニュースだ。中国で 2017

年に開かれた反全能神教会会議に招待された欧米の研究者の 1 人であるホリ

ー・フォーク(Holly Folk)は、関連文書を調査し、その犯行は少年の伯母によっ

てなされたもので、全能神教会は何の関係もないと結論付けた。教会に対する

告発は、警察の捜査が終了した数か月後、マクドナルド殺人事件が勃発した後

に、初めて中国の反カルト家によって広められた（Folk 2017）。 

フォークは、犯罪を全能神教会になすりつけるニュースを最初に流したのは、

中国の 2 つの反カルトウェブサイトと現在は廃刊した台湾の中国共産党系日刊

紙、ウォント・チャイナ・タイムズ(Want China Times)であったと示唆してい
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る。香港のジャーナリスト、ブレンドン・ホン(Brendon Hong)はその話を流出

させた人物と関係を持っており、欧米のメディアに流した人物である（Folk 

2017: 100）。 

 

事例 3：2012 年に世界が終焉すると予言？ 

 

全能神教会は 2012 年に世界の終焉を予言し、中国で騒動を扇動したと非難

するフェイクニュースが広がった。しかし、 全能神教会の教義には世界の終

焉というものはなく（むしろ世界の変容）、聖書で予言されている災難は、全

能神が地上における使命を果たした後で起きるものだとする。その全能神は、

2012 年の時点でも地上だった。 

他の多くの中国人と同様に、中国の全能神教会の信者の一部は、2012 年に

世界の終わりを告げる、いわゆるマヤの預言に関心を示し、この理論を伝道の

手段に利用しようとした人もいる。しかし、そのような信者は指導者から叱責

を受け、多くは追放された（Dunn 2015: 95）。趙維山は、「私たちは世界の

終わりを告げて回ることはしません。(中略) 世界が終わるなどとする理論は

誤りです」(The Church of Almighty God 2012b）と語っている。 

のぼりとパンフレットが、中国反邪教協会をはじめとする中国の情報源から

欧米のメディアや研究者に提供され、 全能神教会が 2012 年に世界の終わり

を宣言していたと「証明」してみせた。しかし、パンフレット（複製は、

CESNUR のアーカイブにあり）では、題名こそ『2012 年の後の最後のチケッ

ト：大災難の中で救いを得よ』としているが、実際に世界の終わりについて言

及している箇所はない。情報が虚偽でなければ、このパンフレットは趙維山の

警告を無視した反体制派により制作されたもので、そのような信者は発見され

次第、速やかに追放された。 

オーストラリアの研究者エミリー・ダン(Emily Dunn)は、全能神教会が過去

に頒布したことがある別のパンフレットにも同じ箱舟の絵が掲載されており、

問題のパンフレットは本物である可能性がある、とした（Dunn 2016: 219）。

しかし、後者の「全能神教会－最後の箱舟」では、2012 年に関する言及はな

く、世界の終焉を告げる理論についても何も言及していない(The Church of 

Almighty God 2012a）。 
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事例 4：「改宗させた者に金銭を渡す全能神教会」 

 

フェイクニュースの第 4 の事例は、「[全能神教会の]信者は 1 人を改宗させ

るごとに 20,000 元（約 33 万円）を受け取り」、その代わり、新規に入会し

た信者は「2,000 元（約 3.3 万円）の会費」を支払わされ、全能神教会のパン

フレットの購入にさらなる金銭が求められる、というものである（Mintz 

2014）。残念なことに、このことがヨーロッパで全能神教会の難民による亡

命申請を却下する決定をくだす上で影響を与えた(Home Office 2017 参照)。 

以下に署名する者や他の研究者がインタビューした全能神教会の信者は、こ

れは事実ではないと強く主張した。改宗者の数を考えると、改宗するごとに金

銭を支払っていたら、世界で最も裕福な宗教団体でさえも一気に破産に追い込

まれると言う。また教会の信者に会費を請求することも一切ない、と言う。パ

ンフレットについては、全能神教会の規則により、「全能神教会の信者たちは、

神の言葉に関する書籍、霊的な書籍、オーディオとビデオなどの制作物はすべ

て無償で享受できる」ことになっている」 (The Church of Almighty God 

2017）。 

全能神教会のように大きな組織では、献金が必要であるのは明らかだ。しか

し、全能神教会の『原則』（Principles）では、その額は個人で大きく異なっ

ていてよいとしている。「10%の献金を訴える人もいますが、金銭面以外にも

さまざまな形で貢献している人がいます。自らの意思で提供されるものである

限り、神は喜んで受け入れます。入信して 1 年未満の信者は一時的に献金が免

除されますが、貧しい人々は献金する必要もなく、信心に従って献金すればよ

いのです。教会は家庭の不和につながる可能性がある献金は受け取りません。

献金する人は、何度も祈りを捧げる必要があります。完全に自らの意思で、絶

対に後悔することがないと確信できた人だけが、献金することができます」

(The Church of Almighty God 2003）。 

この信用を貶めるような情報は、2014 年にニューズウィークに関連するイ

ンターナシヨナル・ビジネス・タイムズが広めた（Mintz 2014）。この記事

は、中国の体制の機関紙である人民日報に掲載された、マクドナルド事件後の

全能神教会に対する長々とした告発リストに大部分が基づいている（またその

記事の言葉を引用している）（人民日報 2014）。 

 

事例 5：全能神教会に拉致された福音派のリーダー 

 

全能神教会に対するほとんどのフェイクニュースは中国共産党が作成してい

るが、他にも全能神教会の驚異的な成長は福音派の犠牲の上でなしえたものだ
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という事実に当惑する福音派に由来するものもある。この事例では、中国の福

音派から海外の福音派へと、当初は中国共産党の協力なしにニュースが伝播し

た。中国共産党は最近になって、この事例が欧米の研究者の食指を動かすこと

に気づき、反全能神教会プロパガンダリストの一項目に加えたのだ。 

キリスト教徒で全能神教会に反感を持つ人の一部は、2002 年に全能神教会

がキリスト教の家庭教会の大きな一派である中華福音団契の 34 人の牧師と幹

部指導者を誘拐したと主張している。しかし、資料を精査すると、この話も大

部分は信頼に足るとは言いがたい（Introvigne 2018）。 

この話は、福音派の小説の題材としては素晴らしい資料ではあり、実際に取

り上げられている（Flinchbaugh 2006; Shen and Bach 2017）。後者は自ら犠

牲者であると主張する信者の 1 人と共著した小説であるが、次の点については

信憑性に欠けている。 

(a) 全能神教会は、中国の警察に捜索されていた、大規模な誘拐を敢行でき

た。 

(b) 当時迫害を受け、地下で活動していた中華福音団契は、キリスト教のセ

ミナーに招待した者の個人情報を検証しなかった。 

(c) 事件の通報を受けたにもかかわらず、中国の警察は誰も逮捕しなかった。 

事実、中華福音団契の指導者が、 全能神教会の信者が招待したトレーニン

グに足を運んでいた可能性は捨てきれない。全能神教会が教会の名前をすぐに

伝えなかったのは、詐欺だとも解釈できるが、迫害を受けていた状況を考える

と、その説明がつくともいえる。そして、「カルトに誘拐された」というあり

がちな誘拐事件に仕立て上げられたが、言葉の意味からも法的な意味合いでも、

実際に誘拐は起きてはいなかったのだ。 

 

事例 6：2017 年の国際キャンペーン 

 

流出した文書には、中国の宣伝手法として、法輪功のときにある程度成功し

たように、全能神教会に対して懐疑的な欧米の研究者を呼び込むように工夫す

ること、とある。これはおそらく、筆者が 2017 年に中国に招待された理由の

1つであろう。 

しかし、これは逆効果となり、全能神教会に同情を寄せる前例を見ない量の

学術的な研究が行われることになった。中国に招かれた 3 人の研究者は、全能

神教会に関する虚偽の情報を修正するように宣誓または上申する書面に署名し

た。 
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全能神教会に対抗するために研究者を招集したことが、見事に失敗したこと

は、2017 年の後半にフェイクニュースの新しいキャンペーンが大々的に始ま

ったことと恐らく無関係ではない。反全能神教会の最初の会議は、2017 年 6

月 23～27 日に、河南省で開催された。中国共産党の意図としては、この会議

を開催することで、迫害に関する国際的で学術的な正当性を示すはずだったが、

そうはならなかった。しかし、いつものジャーナリズムとのつながりは健在だ

ったようだ。2017 年 7 月初旬、浙江省で約 600 人の全能神教会メンバーが逮

捕された。中国の政府系メディアは、2017 年 7 月 25 日になってようやく、

全能神教会の信者 18 人のみが逮捕されたと報道した。7 月 27 日、いつもの

BBC とテレグラフ紙（BBC News 2017; Connor 2017）を含む複数の海外メ

ディアの北京特派員が逮捕について報道し、全能神教会が犯したとされる犯罪

に関して、広がっていた話を取り上げ、複数のメディアは 2012 年の世界の終

焉に関する騒動について言及した。筆者が 2017 年 7 月 27～29 日にかけて報

道されたすべての英語の記事に目を通したところが、そのどれもがマクドナル

ド殺人事件の責任を全能神教会に押し付けていることが判明した。 

時系列でたどると、逮捕を初めに報道したのは新華社通信で（新華社 

2017）、それに続いたのは第六声（Sixth Tone）である（Lam 2017）。こ

れは、フォーリン・ポリシー誌から「見栄えが良く、魅力的なウェブサイトと、

欧米の読者の関心を引くような見出しを特徴とする、[中国共産]党監修の起ち

上げられたばかりのメディア」とされている（Allen-Ebrahimian 2016）。そ

の後、中国のプロパガンダの情報源特別な関係を持っているかのような常連メ

ディア、BBC とテレグラフ紙が報道し、この 2 社の報道に大きく依存している

数多のメディアが追随した。 

反全能神教会の第 2 回会議は、2017 年 9 月 15～16 日にかけて香港で開催

された。ここでも、反全能神教会キャンペーンに関して国際的な研究者から支

持を得ることに失敗した。筆者は欧米側の参加者として出席していたが、その

参加者全員が会議の「結論」を含む「最終文書」への署名を拒否した。筆者は、

反全能神教会に対するメディアキャンペーンが、会議の結果と直接関係してい

るとまでは言わない。けれども、期待された学術的な支援が得られなかった事

実が、中国当局によるいつものメディアの橋渡しを通じた新たな反全能神教会

キャンペーンに拍車をかけた要因の一つであったことは十分に考えられる。他

の要因としては、中国の 2 つの会議に参加した研究者には、韓国やその他の国

で亡命を希望する全能神教会信者が中国による迫害を非難する上申書に署名し

た者や、全能神教会難民を支援する、国連等の国際的な催し物で講演をしたこ

とがある者も含まれていたことが挙げられよう。たとえば、2017 年 10 月 27

日、筆者は、複数の NGO がソウルで企画した、韓国の全能神教会難民の状況

について話し合う催し物に登壇した。 
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2 日後の 10 月 30 日、韓国の日刊紙、済州日報は、全能神教会難民を非難

する社説を出した（済州日報 2017）。情報源の一部は、韓国の複数の都市で

反全能神教会の街頭デモを組織した韓国の中華系雑誌の代表者、オウ・ミョン

オクから来たものだ。デモの参加者はほんの一握りだったが、複数の韓国メデ

ィアで報道され、常套の告発が繰り返された。翌月、香港で北京政府を代表す

る機関が所有する香港の日刊紙、大公報は、全能神教会を狙い撃ちにした 15

の記事を発表した（Ta Kung Pao 2017 等参照）。そのコメントのいくつかは

中国の同機関が所有する香港の別の日刊紙、Wen Wei Pao でも報道され、また

（興味深いことに）台湾国営中央通訊社でも取り上げられた（Wen Wei 

Po2017; 国営中央通訊社 2017）。韓国の全能神教会の難民に対する批判と

同様、ここでも、2012 年の世界の終焉の予言とマクドナルド殺人事件が引き

合いに出されていた。 

 

結論：フェイクニュース、変装した祝福？ 

 

2018 年は、2014 年や 2017 年前半とは様子が異なる年だった。日を追う

ごとに、全能神教会に対する公平な報道が学術的な専門誌や質の高いメディア

によってなされるようになり、必然的にウィキペディアにも記載されるように

なった。イタリアのある裁判では、マクドナルド殺人事件の罪を全能神教会に

着せようとする試みは、「体制が全能神教会の信用を貶めるように作り上げた

フェイクニュース」であるとされた（Tribunale di Perugia 2018）。 

これはフェイクニュースの一部の研究者が提供する楽観的なコメントへの追

認かもしれないが、「フェイクニュースは、ジャーナリズムで起こった最高の

出来事」とされ、多くの人々が情報源をより批判的に確認する大切さを学んだ

(Beckett 2017)。これは、メディアが「カルト」と呼ぶ団体を報道するときに

必ずしも当てはまるわけではない。しかし、全能神教会に関する限り、状況は

幾分改善されてきている。一握りの学者や人権活動家、弁護士が、中国のプロ

パガンダに立ち向かう姿は、あたかもゴリアテに立ち向かうダビデといった印

象を受けるだろう。しかし、ゴリアテは確実に地に膝をつきつつあり、フェイ

クニュースとの戦いは無謀ではないことを証明している。 
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